


要約:経鼻的持続陽圧呼吸(以下 Nasal-CPAP)は従来より非侵襲的な補助換気法として慢性

肺疾患(以下 CLD)予防の目的での積極的使用が勧められているが、本邦の新生児集中施設

245施設における使用頻度は、一度でも使用した施設が76 (31%)、頻用する施設は16 (6.5%)

と普及度が低いことが判明した。また各施設での適応基準や実施方法も非常にまちまちで、

効果に疑問のある使用方法もあり、今後管理基準・ガイドラインの設定や啓蒙活動など組

織的な取組みが必要があると思われる。


